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第３回津山自分ごと化会議 傍聴者アンケートまとめ

回収数：１４枚

１．傍聴者

▼「その他」の回答

l 鳥取県琴浦町職員

l 岐阜県羽島市職員

２．性別

３．年齢

４．「津山自分ごと化会議」を何で知りましたか。

市民 議員 報道 職員 その他 未回答
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５．傍聴した理由は、何ですか。

l 小中学校のプールの行方に関心があったから。

l 次年度以降に本市で自分ごと化会議の開催を検討しているため視察。

l プールに対する市民の声を直接聞きたい。

l プールの活用について参加者のみなさんの意見を聞くため。

l 市民の皆さん生の声を聞きたかったから。

l プール建設に関心があるから。

l プールの問題を市民目線で考えることに興味を持ちました。

l 琴浦町においても、今後の公共施設のあり方・方針を決定していく上で住民の声をどの様に行

政に取り入れていくか。より良い政策決定のための取り組みの参考とさせていただきたい。

l 公共施設の今後の在り方について、市民の考え方を聞きたかった。学校プール及び市営プール

への税金投入についての想い、考え方を聞きたかった。

６.「津山自分ごと化会議」について、どう思われましたか。

理由

l 議論が活発に行われとてもよいと思った。

l 市民の多様な意見を聞けたため。

l ナビゲーターから全国の改革手法の紹介を受け、市民の方々が考えているのがわかった。市民

の方から本音が出ていた。しかし本音のため、まとめられるのか不安がある。

l 市民の方々が課題を自分なりに捉え熱心に考えていただいており、一緒になって方向性を導き

出そうとされている姿を拝見し、当市でもこのような取り組みが重要であると感じました。

l 多様な意見を聞く事ができた。

l コーディネーターの進め方により効果が違ってくる。

l 様々な意見を聞けた。とても良い試みだと思います。

l 誰の為、何の為のプールか？が大切。1番は子供の為(特に泳げない子が泳げるように指導でき

るプール。スイミングスクールは費用が高額。)

l プール(学校・公立・民間)の設置数の推移、プール改革の手法が色々とあること。地域の実情

に合わせたマッチングが必要。

l ここまで住民が積極的に発言されていることに感動しました。会全体で方針を決定することの

難しさはあるが、とても意味のあるやり方。(参加者が周りの意見を聞いてから参加したり、
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勉強して参加)。住民がしっかり知識を得て存続などを考えることにとても意味がある(単にア

ンケートで得られる答えと大きく異る)。

l 参加者全員の声を皆さんが肯定的に議論できた事は素晴らしい。

l ナビゲーターのデータを使用した説明は非常に分りやすかったが参加者の積極的な発言が少な

い様に感じた。

l スタッフの頑張りに感動した。

７．その他ご意見等ありましたらご記入下さい。

l 本日はグラスハウス以外の３つの市民プールについての会だったはずなのですが、議題から少

し外れてしまったように思います。久米・加茂・勝北プールについては、造られた時代の経緯

と市内までの物理的な(距離など)問題から、皆さんも意見が出しにくかったのではないかと思

いました。もっと情報の収集と幅広い意見の交流が必要だと感じました。

l 貴重な機会に傍聴させていただきありがとうございました。

l 委員さんが周辺の市民の意見を聞かれている事は良い事。しかし「高齢者」の話が出ない。

l 発言時間や回数に制限を設けると進行が円滑にできると思います。運営は大変だと思います

が、こうした企画をしていただき有難うございます。お疲れ様でした。

l スイミングスクールに行っていないすべての子供が泳ぐことができるようになることが必要。

l 水泳の授業を市営プールで実施(加茂、久米、旧市内の拠点化(費用対効果の向上の為)

l プール改革の方法として学校⇛民間委託(指導も含む)または民間施設を借用し(指導は外部コー

チ？)で対応する手法もあると思います。学校の施設の維持管理費の削減と専門インストラク

ターの質の高い指導が受けれる(教員の負担軽減はできる。しかし、移動手段の確保とカリキ

ュラムの再編等が必要になるかもしれない。)。

l 大変良い会を見学させていただき、ありがとうございました。もっと他の職員さんも聞いた方

が良いと思います(職員研修にもなる)。

l 今後の政策決定の仕組みづくりの参考にさせていただきます。ありがとうございました。

l 次回会議も期待します。


